
幼児教育WG・保育専門委員会取りまとめ案（概要）
４．指導・評価の改善充実の在り方
 施設類型に関わらず、全ての幼稚園・保育所・認定こども園において、指導の改

善が図られるよう、乳幼児理解に基づいた評価を行うことを規定。記録と振り返り
を充実するとともに、乳幼児の姿から、遊びの中の「学び」を見取る視点をもつことを
重視。「学び」を見取って振り返り、環境の構成・再構成や援助など実践を改善充
実することにより、「遊びの深まり」を実現し資質・能力の育成を図る。

 ICTの活用に当たっては、発達に応じて、乳幼児の直接的・具体的な体験の充実
を図る道具として活用することとし、乳幼児の直接的・具体的な体験を阻害する
活用とならないよう、必要な留意点を示す。

 教育時間における活動と教育時間外の活動とのつながりが図られるよう留意。
５．保育所及び幼保連携型認定こども園における養護等の改善充実の在り方
 乳幼児は、生命の保持と情緒の安定が図られ、見守られているという安心感や信

頼感に支えられながら、行動範囲を広げたり、自ら身近な環境に働き掛けたりしな
がら成長していくことから、養護を基盤として、乳幼児期全般を通して育ちと学びを
支えていくことができるよう、その位置付けや記載内容の整理を図ることが重要。

６．特別な配慮を必要とする乳幼児への指導や支援の改善充実の在り方
 障害のある乳幼児への指導の充実に当たっては、「基礎的環境整備」の充実を促

すとともに、「合理的配慮」の提供が確実に行われるよう規定。
 外国人の乳幼児等の指導の充実に当たっては、日常的な関わりや言葉掛けにお

いて、“日本語の力を育む視点”をもち、一人一人の実態に応じた指導の工夫を
行うことを重視。

７．幼児教育と小学校教育との円滑な接続の在り方
 幼稚園・保育所・認定こども園と小学校において、対話を通じて互いの教育への

共通理解を図るとともに、共通の教育的視点に基づき「架け橋期のカリキュラム」を
協働して作成するなどして、学びのつながりを意識した実践の改善を図ることによ
り、それぞれの専門性を発揮した教育の互恵的な充実を図る。

８．家庭や地域との連携・支援の在り方
 幼稚園・保育所・認定こども園と家庭とが、「乳幼児の育ちや学びを共に支える関

係性」であることを踏まえた連携・支援の充実を図るとともに、特別な配慮を必要と
する乳幼児の保護者等への個別支援や地域の保護者の子育てを支援する取組
の一層の充実を図る。

９．各幼稚園・保育所・認定こども園の幼児教育を支える地域の体制の在り方
 設置者や施設類型に関わらず、３要領・指針に基づく質の高い幼児教育が行われ

るよう、地域において、部局間の連携や行政の専門人材の育成・配置、研修体制・
機会の充実など、各幼稚園・保育所・認定こども園を支える体制の整備を推進。

１．現行の成果・課題を踏まえた改善の方向性
 平成29年告示の３要領・指針において、幼児教育の内容の基準に関して整合

性が図られるとともに、保育所は「幼児教育を行う施設」であることが明記された。
これにより、幼稚園・保育所・認定こども園に通う乳幼児に対して、施設類型に関
わらず、内容の整合性が図られた３要領・指針に基づく幼児教育の充実が進めら
れている。

 幼児教育の質の向上を図る上で、乳幼児にとっての「学び」である「遊び」のプロセ
スが、資質・能力の育成に深く結び付いていくという「遊びの深まり」を実現すること
が不可欠であることから、「遊びの深まり」の実現を目指し、改善を図る。

２．資質・能力の在り方、構造化のポイント
 「学びに向かう力、人間性等」の主要な要素については、従前より幼児教育が重

視してきた心情、意欲、態度が育つ中で育まれることなどにも考慮しつつ、乳幼児
の発達を踏まえて整理。

 ３要領・指針が資質・能力の育成に向けた「遊びの深まり」を実現する手掛かりと
なるよう、「育みたい資質・能力の３つの柱」、「３つの視点及び５つの領域のねら
い及び内容」、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の関係性を明確化し、相
互の整合性を図るとともに、「０歳児」、「１～２歳児」、「３歳以上児」 のねらい
及び内容のつながりを整理する。これにより、長期的な視点から乳幼児の資質・能
力の育成を促す構造化を行い、改善を図る。

３．内容の改善の在り方
 ０歳から18歳までの育ちや学びを見通し、連続性・一貫性を図るため、必要な見

直しを行う。
 遊びの中で多様な動きを伴う体験の充実と身体感覚の育成：０歳児から、園生

活全体の中で乳幼児の自発的な活動としての遊びを通して、多様な動きを伴う体
験を充実するとともに、そうした体験を通して身体感覚を養う指導を充実。

 他者と関わり協同する力の育成：０歳児から、他の乳幼児への関心を深め自ら
関わろうとする意欲を支える援助を充実。人と関わる力が育まれていく中で、園とい
う身近な社会において、自分とは異なる他者と関わり、他者とともに目的を形成
し、その目的に向かって協同していく力の育成を図る指導を充実。

 言葉を用いて考える力の基礎の育成：０歳児から、受容的・応答的な関わりを
基本としつつ、豊かな言葉掛け等を通じて、言葉の理解や獲得を促すとともに、乳
幼児が自分なりに考えたり、思いを伝えようとしたりする意欲を支える援助を充実。
直接的・具体的な体験に伴い、思いや考えを表したり伝えたりしたくなり、それらを
言葉で表すようになっていく中で、言葉を用いて考える力を育むため、援助を受けな
がら、更に考えようとして言葉を用いる指導を充実。

～資質・能力の育成に向けた「遊びの深まり」の実現～

※幼児教育：０歳～小学校就学前までの幼稚園、保育所、認定こども園における教育

会議後修正



・乳幼児期は、自らの興味や関心に基づく遊びにおいて、様々なものや人などの身近な環境に直接的・具体的に関
わり、成長に必要な体験を積み重ねていく時期。
幼児教育は、環境を通して行うものであることを基本とし、直接的・具体的な体験を通して資質・能力を育む。
乳幼児は、園生活の中で多様な遊びを通して様々なことを学んでいる。

・乳幼児一人一人への理解に基づき、乳幼児一人一人に応じて指導することが重要。面白そう！
なんでだろう？
すごーい！

やってみたい！

やってみよう！

たくさん傾いていると
速く転がるぞ！

転がす車輪の
大きさを変えたら
どうなるかな？

乳幼児は園生活の中で「遊び」を通して「学ぶ」

資質・能力（「知識及び技能の基礎」、「思考力、判断力、表現力等の基礎」、「学びに向かう力、人間性等」）
を一体的に育成

乳
幼
児
理
解
と
教
育
的
意
図

に
基
づ
く
環
境
構
成
と
援
助

一層の深化
自発的な活動としての遊びが、資質・能力の育成に向けて一層充実することにより、「遊びの深まり」が実現されるよう、
幼稚園教諭・保育士・保育教諭が、意図的・計画的に環境の構成・再構成や援助を行うことが重要
乳幼児の自発的な活動としての「遊び」を更に深める手掛かりとなる要領・指針への改善を図る

幼児教育WG・保育専門委員会取りまとめ案（概要）
 施設類型に関わらず、内容の整合性が図られた幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく幼児教育の充実が進められている。
 一方、育みたい資質・能力、５つの領域のねらい及び内容、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について、それらの関係性が不明確であることや整合性が確保されていない部分
があることから、質の高い実践の構想につながりにくいという実態がある。

 幼児教育と小学校教育との接続については、各地域で合同研修や接続を意識した実践が取り組まれ、一定の成果を上げているが、全国的に見ると未だ十分とは言えない状況。

背景・課題

主な改善の方向性
 全ての乳幼児に対して質の高い幼児教育を提供するため、設置者や施設類型に関わらず、幼稚園、保育所、認定こども園（幼児教育施設）において、資質・能力の育成
に向けた「遊びの深まり」の実現を図り、幼・小・中・高を通じた学びの改善を図る。

「学び」の深まりに向けた「遊びの深まり」の実現
〇「遊びの深まり」を構想しやすくするための資質・能力の構造化
・「育みたい資質・能力」、「３つの視点及び５つの領域のねらい及び内容」、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の関係性の明確化・整合性
・遊びを通して「好き」や「得意」を見付けたり広げたり深めたりする直接的・
具体的な体験の充実

〇０歳からの学びのつながりを踏まえた内容の改善
・遊びの中で多様な動きを伴う体験の充実と身体感覚の育成
・他者と関わり協同する力の育成
・言葉を用いて考える力の基礎の育成

乳幼児理解に基づく指導と評価の改善充実
〇設置者・施設類型に関わらず、乳幼児理解に基づく評価を実施・充実
・園生活で見られる乳幼児の具体的な姿の記録と振り返りの充実
・遊びの中の「学び」を見取る視点の重視による指導の改善

「好き」を育み、「得意」を伸ばす × 当事者意識を持って、自分の意見を
形成し、対話と合意ができる（興味・関心）

学びを踏ま
えた改善

学びの可視化・言語化
（幼児教育で育まれた資質・能力を共有するための「対話のための資料」の作成・活用）

幼・小・中・高を通じた学びの改善

学びのつながり
を意識した改善

※幼児教育：０歳～小学校就学前までの幼稚園、保育所、認定こども園における教育

幼児教育と小学校教育との円滑な接続
〇それぞれの専門性を発揮した教育の互恵的な充実
・合同研修や相互参観等の機会を充実し、対話を通じて互いの教育への共通理解

   ・共通の教育的視点に基づき、「架け橋期のカリキュラム」を協働して作成するなどして、学び
のつながりを意識した実践の改善
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